










































六朝建康城の研究 ―― 発掘と復原 （1）
A New Thought on Excavation and Restoration of Jiankang City 
in Six Dynasties Period
張　学鋒（小尾　孝夫 訳）
Zhang, Xuefeng: OBI, Takao（translated）
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の 城である。 城は現河北省臨 県に位置
し、曹操の時に造営が始まり、曹氏集団の政
治の中心地となった。曹丕が魏王朝を創業し
た後も、継続して曹魏における政治の中心と
しての役割を果たしている。実測して復原し
た 城の平面図から見ると、 城は厳密な設
計のもと建設された都市であったと思われる。
 城の東西の長さは七里、南北は五里であり、
平面は長方形となっている。建春門と金明門
の間の大通りは、 城唯一の東西に走るそれ
であり、 城を南北二つの区域に分けている。
北部の中央は、宮殿区であり、東部は貴戚が
居住する戚里、西部は苑城銅爵園である。園
内には、武庫・馬屋・倉庫が置かれ、城の西
北部の金虎・銅雀・冰井三台と相連なって、
游苑区を形成するとともに、都城の防御区を
も構成した。南部は東から西に向かって、長
寿里・吉陽里・永平里・思忠里の四大居住区
に分かれている。中央には南北に走る大通り
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があって、宮城門から中陽門へ通じており、
大通りの両側には各級の官庁が置かれている。
外郭城内の整然とした里坊は、北方遊牧民族
の部落遺制の影響を受けている。
　曹魏のもう一つの都城洛陽は、後に西晋の
時にも利用され、魏晋洛陽城と総称されてい
る。魏晋洛陽城が踏襲したのは東漢の洛陽都
城であり、その都城の全体的な構造はすぐに
は変更し難かったが、東漢時期の南宮は魏晋
時期には消えてなくなり、宮殿の建築物はす
べて東漢時期の北宮の中に集中することにな
る。そして、宮城と都城北牆の間には広大な
苑囿（芳林園、後に斉王曹芳の諱を避け、華
林園と改称される）が設けられるとともに、
城の西北角には金 城が増築され、北方の防
備が増強される。都城の外にきちんとした外
郭城があったかどうかについては、今のとこ
ろ考古学上の証拠はまだ見つかっていない。
東晋の成帝の時に、建設を計画された東晋建
康城は、その配置と構造から見て、曹魏 城
と革新後の魏晋洛陽城の影響を非常に受けて
いる。宮掖は宮城の中に集中し、宮城正門の
南に位置する御道の両側には政府官庁が集中
しており、宮城と都城北牆の間には広大な苑
囿が置かれ、都城周囲には56カ所の籬門で囲
みこれを観念上の外郭城とした(37)。このよう
な都城の構造は、後に北魏洛陽都城を拡大改
造した時に、発展を遂げることになる。宮城
は都城の北部中央にあり、宮城正門から都城
正門までの間の銅駝街両側には大小の官庁と
仏寺が置かれ、宮城と都城の間は東西に走る
横街によって仕切られる。都城の外は、外郭
城によって都城の南と東西両側に位置する工
商業区と居民区を囲むとともに、区画して整
然とした里坊を造った。６・７世紀の隋唐都
城長安のプラン設計の際、さらに官庁を宮城
南側に集中させ、城牆を修築して皇城を形成
する。また工商業区、居民区と仏寺を皇城の
南に集中させ、外郭城を形成した。隋唐長安
城に至り、曹魏 城以来の都城の構造が完成
するのである。
　上述した曹魏から隋唐に至る都城の発展過
程からは、都城は通常方形ないしは長方形の
形をし、辺ごとに三つの城門、そして主要な
城門にはみな三つの門道があり、左右にはそ
れぞれ宗廟と社稷が配されていて、こうした
要素は『考工記』の内容と基本的に一致する
ものではあったが、苑囿・宮城・都城（主に
御道両側の官庁区）・工商業および居民区（外
郭城）は北から南に走る御道を軸に左右対称
に置かれており、こうした構造が斬新な形式
であったことに気がつく。それでは、なぜ漢魏
の際に、都城の構造にこのような大きな変化
が生じたのであろうか？この問題は、中国の
歴史文化の発展や変遷と密接に関わっている。
　先秦時代は、中国固有の伝統文化が形成さ
れ発展していく段階であるが、『考工記』中の
「匠人営国」についての技術総括は、この固有
文化が都城構造の面に反映したものであると
言える。秦漢の統一国家が形成されて後、中
国文化は外に向かって広がり、周辺地区の文
化の発展を強烈に促進させる作用を起こした。
中国文化からの刺激のもと、周辺の多くの民
族が覚醒し始める。魏晋時代になり、中国文
化の影響を受け徐々に覚醒してきた周辺民族
は、中国の国力が衰退した際、まるでゲルマ
ン人がローマに侵攻したように、逆に中国内
地に侵入し、それぞれ自身の政権を打ち立て
るようになり、中国の歴史は魏晋南北朝の段
階に突入していく。そして隋唐帝国は、この
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歴史の流れの延長線上に位置しているのであ
る。大いなる歴史の発展という視点から見れ
ば、この一連の時代は、中国の「中世」であ
る。中世の歴史文化は、中国固有の伝統文化
と、周辺の文化、とりわけ北方草原の遊牧文
化および西域のインド文化が相互に融合して
生み出された文化と言える。隋唐以後、匈奴・
鮮卑・羯・ ・羌はみなその姿を消し、いろ
いろな文化要素と融合した中国文化は、斬新
な姿となって隋唐時代に現れ、中国中世文化
の絶頂期をむかえることになるのである。
　構造が斬新であった曹魏 城は、このよう
な大きな背景のもと中原の大地に出現したの
である。両漢以来の匈奴との関係、東漢末年
の曹操と烏丸との戦争、多くの遊牧民族の内
地への定住、等々により、草原の居住形式が
中原に持ち込まれた。匈奴に代表される草原
の屈強な民族の部落形態・政権の性格・生活
方式が、彼らの聚落の形式に影響を及ぼした
のである。匈奴の制度によれば、大単于は北
の中央にあり、南に向かって左右両翼に分か
れ、左賢王・左谷蠡王を第一の左翼として東
に置いて上位とし、右賢王・右谷蠡王を第一
の右翼として西に配して次位とした。匈奴大
単于の王庭における配置の中で、大単于のテ
ントが最も大きく、中央北にある。左翼諸王
のテントは東に配され、身分等の上下によっ
て北から南に向かって排列される。右翼諸王
のテントは西に置かれ、またこちらも身分等
の上下により北から南に排列された。匈奴の
後の草原大帝国が農耕地域に進入する前も、
おそらくこのようであったであろう。それは
たとえ後期に至っても変わらず、満洲族の清
朝が入関する前に造営した瀋陽故宮にもまた
草原帝国の痕跡が色濃く残されている。瀋陽
故宮の西側は、ヌルハチやホンタイジ時代の
居所であり、東側の十王亭は、満洲の部族連
盟の議政場所である。連盟の首領ヌルハチの
龍庭は中央北にあり、南に向かって東西両側
に序に順い各旗の亭が造られた。曹魏 城と
洛陽城・東晋建康城・北魏洛陽城・隋唐長安
城のプラン設計には、草原帝国の単于王庭の
配置と複雑で入りくんだ関係が存していたの
である。
　東晋建康城を含めた魏晋南北朝隋唐の都城
は、ややもすれば中国伝統都城のモデルと見
なされてきたが、上述の内容から看取し得る
ように、実際は匈奴や鮮卑等の草原文化の影
響を受けつつ発展し、中国中世都城特有の構
造を形成したのであった（後世、『考工記』の
理念に忠実にプラン設計された都城は、実は
元朝の大都、後の明清北京である）。中世都城
発展の絶頂にあたる隋唐長安城は、中国の社
会と文化が東漢末年からの分裂期とその再生
される過程をへたうえに生み出された都城で
あったのである。そして江南の地にあった東
晋建康城は、たとえ中原から遠く離れていて
も、人々の移動により、また歴史の発展の流
れから外れることなく、中世都城発展史上の
重要な一部分となっていたのである。
注
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北両岸籬門五十六所、蓋京邑之郊門也。如長安
東都門、亦周之郊門。江左初立、并用籬為之、
故曰籬門。南籬門在国門西、三橋籬門在今光宅
寺側、東籬門本名肇建籬門、在古肇建市之東、
北籬門〔在〕今覆舟山東頭玄武湖東南角、今見
有亭、名籬門亭、西籬門在石頭城東、護軍府在
西籬門外路北、白楊籬門外有石井籬門。」と見え、
建康に外郭が存在したことを確認し得る。
訳者附記
　張学鋒先生は、南京大学歴史系の教授であ
る。考古学専修を受けもたれており、六朝文
物はもちろんのこと、歴史学の分野にも造詣
が深い先生である。著書には、『東晋文化史』
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（傅江先生との共著、南京出版社、2005）、『中
国墓葬史』（編著、広陵書社、2009）などが
ある。日本語も堪能で、日本の研究にも精通
されていることは、周知のところであろう。
　なお、私事で恐縮ではあるが、2004年９月
から2006年７月にかけて南京大学歴史系に
高級進修生として留学した際、張先生には大
変お世話になった。本論文の訳出を快諾して
くださった先生に改めて御礼申し上げるとと
もに、この翻訳がいくらかなりとも留学時の
恩返しになれば幸いである。
　文末にあたり、本論文の訳出を勧めてくだ
さり、翻訳にあたって多くのご助言をくだ
さった新宮学先生に感謝の意を申し述べたい。
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